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した後、考察をもとに養護教諭へのニーズを
抽出した。その後、養護教諭へのニーズにつ
いてＫＪ法によりカテゴリー分けを行い、さ
らにそのカテゴリーを、集約し、大カテゴ
リーを作成した。
Ⅲ　結果
１．文献の概要
　「養護教諭」「ニーズ」のキーワードを含
む文献数は2014年２月現在、「CiNii」82件、
「医学中央雑誌」45件であった。スクリーニ
ングの結果、12件を採択した。
　掲載された学会誌は「学校保健研究」２
件、「日本養護教諭教育学会誌」１件、「学
校健康相談研究」１件、「川崎医療福祉学会
誌」１件の計５件であり、大学の紀要等は７
件であった。
　研究の方法及び対象は、質問紙調査が７件
で、主な対象を、養護教諭としたものが２
件、保護者・家族が２件、子ども（小・中・
高校生）が３件であった。面接調査は４件
で、養護教諭を対象としたものが１件、保護
者・家族を対象としたものが３件であった
（表１）。（内１件は質問紙調査と面接調査
の両方を実施）
（国立情報研究所論文情報ナビゲーター）」
と医学文献データベースの「医学中央雑誌」
の検索媒体を使用して文献検索を行った。検
索は2014年２月までに出版された「養護教
諭」と「ニーズ」をキーワードとした論文す
べてを対象とした。
　コンピューターによる検索後、タイトルと
抄録でスクリーニングした。本レビューの採
択基準は、①主として養護教諭の職務を対象
としていること、②「養護教諭」「ニーズ」
について述べられているもの、③研究誌、紀
要などに掲載されている学術論文であること
とし、重複論文がある場合は除いた。タイト
ルと抄録によるスクリーニング後、フルテキ
ストを入手し、精読した。その結果、養護教
諭を対象とした学校や子どもの実態調査や、
具体的なニーズや養護教諭の職務について述
べられていないものについては除外した。
２．分析方法
　タイトルと抄録によるスクリーニング後、
フルテキストを入手し、採択論文を決定し
た。採択論文に記されている、養護教諭に対
するニーズについて、掲載順に番号をつけ、
研究方法・研究対象・研究内容について検討
図１　文献検索のフローチャート
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携・コーディネート」の大カテゴリーを作成
した。また、主に特別な教育的ニーズを持っ
ている子どもに対しての支援や教育的配慮に
関わる内容を含むものとして「教育的支援」
を、作成した。さらに、子どもへの対応の際
の「養護教諭の姿勢・態度」を加え、８つの
大カテゴリーを作成した（表２）。以下に、
大カテゴリーの概要を述べる。
２．研究内容
　それぞれの研究内容を分析し、各論文の考
察で述べられている「養護教諭に対するニー
ズ」に関するキーワードを抽出した結果、95
のキーワードが抽出され、24のカテゴリーに
分類した。そのカテゴリーを平成20（2008）
年、中央教育審議会答申
１）
に述べられている養
護教諭の役割及び保健室経営計画のてびき
６）
に
示されている養護教諭の専門領域における職
務内容を参考に、養護教諭の職務内容から、
「救急処置」「疾病予防」「健康相談・健康
相談活動」「保健教育」「保健室経営」「連
表 1　養護教諭へのニーズに関する文献
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表２　養護教諭へのニーズ　カテゴリー一覧
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時の対応」は、１論文で表記があった。「養
護教諭のスキル・対応」は、２論文で表記が
あった。
２）疾病予防・管理
　疾病予防・管理については、「疾病予防」
と「疾病管理」の２カテゴリーからなり、４
論文に表記があった。「疾病予防」は、３論
文で「疾病管理」では１論文で表記があった。
１）救急処置
　救急処置は、訴えの内容から「外科的訴え
の対応」「内科的訴えの対応」「緊急時の対
応」、及び、対応にあたり養護教諭に求めら
れることとして「養護教諭のスキル・態度」
の４カテゴリーからなり、４論文に表記が
あった。「外科的訴えの対応」「内科的訴え
の対応」は、３論文で表記があった。「緊急
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に、医療機関との連携は、３論文全てで表記
が見られた。さらに、「日々の連携」は、２
論文で、「コーディネート」は、４論文で表
記が見られた。
７）教育的支援
　教育的支援は、主に特別な教育的ニーズを
持っている子どもに対しての支援や教育的配
慮に関わるものが含まれる。「直接支援」
「間接支援」「組織的対応」の３カテゴリー
からなり、８論文で表記が見られた。「直接
支援」は、３論文で、「間接支援」は、３論
文で、「組織的対応」は、６論文で表記が見
られた。
８）養護教諭の姿勢・態度
　「養護教諭の姿勢・態度」については、４
論文で表記が見られた。
Ⅳ　考察
　それぞれの研究内容を分析し、各論文の考
察で述べられている養護教諭に対するニーズ
に関するキーワードを抽出した結果、「連
携・コーディネート」に関するニーズ「教育
的支援」に関するニーズ「健康相談・健康相
談活動」に関するニーズの順で記述が多かっ
た。
　養護教諭は、救急処置、健康診断、疾病予
防などの保健管理、保健教育、健康相談活
動、保健室経営、保健組織活動など、専門領
域における職務や、健康課題の解決のための
コーディネーターとしての役割のみならず、
教育職として「教育的支援」についてのニー
ズも高いことが示唆された。また、「健康相
談・健康相談活動」についての記述が多いこ
とから、近年の子どもの心の健康問題等の深
刻化に伴い、養護教諭の心の健康問題への対
応のニーズが高いことがうかがわれる。
　以下に、養護教諭へのニーズについて、取
り上げられている頻度の高いカテゴリーにつ
いて考察する。
３）健康相談・健康相談活動
　健康相談・健康相談活動については、「相
談内容」「相談対象」及び、健康相談・健康
相談を行うときに求められる「養護教諭のス
キル・態度」の３カテゴリーからなり、７論
文で表記があった。「相談内容」については
５論文で表記があった。「相談対象」は、６
論文で表記が見られ、そのうち「児童生徒」
が６論文、「担任」が１論文、「保護者」が
３論文であった。「養護教諭のスキル・態
度」については、４論文で表記が見られた。
４）保健教育
　保健教育については、「集団保健指導」
「個別保健指導」のカテゴリーからなり、３
論文で表記があった。「集団保健指導」は、
１論文で、「個別保健指導」は、３論文で表
記が見られた。
５）保健室経営
　保健室経営については、５論文で表記が
あった。塩田
７）
の「学校における保健室の場が
持つ特性」を参考に「利用しやく入りやすい
場」「学習の場・成長の場」「安心できる
場」の３カテゴリーからなる。「利用しやす
く入りやすい場」は、４論文で、「学習の
場・成長の場」は、２論文で、「安心できる
場」は５論文で表記があった。
６）連携・コーディネート
　連携については、連携の対象別に「校内連
携」「校内の他職種との連携」「保護者との
連携」「外部の専門機関との連携」の４カテ
ゴリーと、生徒指導資料
８）
を参考に「日々の連
携」、中央教育審議会答申
１）
を参考に「コー
ディネート」を加えた６カテゴリーからな
り、10論文で表記があった。
　「校内連携」は４論文で表記が見られた。
特に「担任との連携」については４論文すべ
てに表記が見られた。「校内の他職種との連
携」は、２論文に「保護者との連携」は、４
論文に表記が見られた。また、「外部の専門
機関との連携」は３論文に表記が見られ、特
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査結果もある
12）
。養護教諭はその職務の特質か
ら、医療機関との連携に当たり、中心的な役
割を担う必要があると考えられる。
　さらに、学校内及び地域の医療機関等との
連携を推進する上で、養護教諭にはコーディ
ネーターとしての役割が求められている
１）
。本
研究でも、2004年以降の４論文（文献番号
５、６、８、12）で、養護教諭のコーディ
ネートについて述べられており、近年、重要
な役割となっていることが示唆される。不登
校、医療的ケア、発達障害などの児童生徒一
人ひとりに対応できる教育を求め実践してい
くには、教師個々の力だけでは無理が生じて
いる
13）
。子どもを中心におき、子どもを取り巻
く様々な人・機関が連携し協同するために、
養護教諭のコーディネーターとしての役割は
今後ますます重要になるであろう。
２．教育的支援へのニーズ
　養護教諭に対して、心身の健康問題や特別
な教育ニーズを持つ子どもへの「教育的支
援」に関するニーズがあることが分かった。
三木
５）
は「養護教諭の『養護』の基本的な機能
的概念は，教育的機能及び専門的な機能がそ
の基盤にある」としている。養護教諭は、専
門職であるとともに教育職としての役割が求
められていると考えられる。しかし、教育的
支援に関する記述は、養護教諭、保護者を調
査対象とする文献（文献番号１、２、３、
５、８、９、12）に多くみられたが、子ども
を調査対象とする文献には見られなかった。
これは、子どもにとって、養護教諭の教育的
支援が見えにくいことに加えて、養護教諭を
他の教員と異なる専門的な職種としての認識
していることが考えられる。
　養護教諭が行う教育的支援には、直接支援
のみならず、間接支援や組織的対応があるこ
とがわかった。特に、組織的対応については
多くの文献で記述が見られた。
　心身の健康問題を抱える子どもへ支援をす
１．連携・コーディネートへのニーズ
　中央教育審議会答申
１）
及び学校保健安全法第
10条でも記されている通り、学校保健を推進
する上で、学校内外の関係者及び関係機関と
の連携は重要であり、養護教諭が担う役割も
大きい。本論文の文献検討の結果、養護教諭
は、特に学級担任、保護者、医療・医師との
連携が求められていることが示唆された。
　学級担任との連携については、事例調査
（文献番号３、９）及び養護教諭を対象にし
た調査（文献番号３、６）で表記が多かっ
た。学級担任は、子どもの個性や家庭事情、
学級や学校における人間関係など多くの情報
をもっており、子どもの日常の姿や学校生活
の状況を最もよく把握している
９）
。子どもの訴
えの背景に、心理・社会的問題がある場合も
多いことから、養護教諭が子どもを支援する
には、子どもや子どもを取り巻く環境を知
り、子どもと直接関わる機会の多い学級担任
との連携は必須であろう。
　保護者との連携については、主に保護者を
対象とした調査（文献番号１、７、８）で表
記が多かった。保護者との連携は担任が第一
に行う立場である
10）
。そのため、養護教諭は、
担任を窓口として、保護者と連携を図ること
が多いと考えられる。しかし、脊柱側弯症の
子どもの保護者への調査（文献番号７）やて
んかんの子どもの保護者への調査（文献番号
８）に関する論文において、養護教諭との連
携に対するニーズに関する記述が多くみられ
たことから、特に心身の健康に問題を抱える
子どもの保護者は、養護教諭と連携を図りた
いというニーズがあることが分かった。
　外部機関との連携については、医療機関と
の連携についてのニーズが高い傾向にある。
子どもの心身の健康問題が多様化し、医療の
支援を必要とする事例も増えていることか
ら
11）
、疾病の治療・予防に当たる医療機関との
連携は重要である。養護教諭が連携する外部
機関で最も多いのは医療機関であるという調
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必要でなかったという訳ではなく、近年、特
に心の問題が深刻化し、心と体の両面からの
対応が今まで以上に期待されたものである」
とするように、健康相談・健康相談活動は、
養護教諭が子どものニーズに応えるなかで、
拡大・深化した職務であることがうかがわれ
る。
　相談の内容は、心身の健康問題以外も、生
活上の問題や対人関係の悩み、学習・進路の
不安、困ったときの相談など多様な相談が寄
せられていることがわかる。中でも、不安や
悩みについての相談内容は多い（文献番号
１、３、８）。しかし、日常の健康相談にお
ける来室時の主訴は、生徒のヘルスニーズと
一致しない場合がある
16）
。子どもの話を丁寧に
聞き、身体症状のある場合は的確に判断し、
子どものサインを見逃さない対応が求められ
るであろう。
　また、健康相談の対象は、児童・生徒のみ
ならず、子どもの健康問題について担任や保
護者からの相談ニーズがあることが分かっ
た。特に、疾病や障害を持つ子どもの保護者
は、子どもの健康問題にのみならず、保護者
自身の精神的支えを期待していた（文献番号
12）。保護者の安定が子どもの心身の安定に
つながる場合は多い。子どもへの間接的な支
援として、保護者の相談に乗ることも重要で
あろう。しかし、職務の現状を振り返ると、
「本務」だけでも多忙である上に他の役割を
期待されてますます多忙を極めてしまう
２）
と
いった懸念もある。発達障害を持つ子どもの
保護者が、発達支援相談センターから支援を
受けたことで安定し、子どもが学校生活に適
応した事例もある
17）
。養護教諭は、保護者への
支援の質と量を見極め、必要に応じて学校カ
ウンセラーや地域の福祉サービスと連携し、
支援の橋渡しをすることも重要であろう。
る際は、「学級担任等や養護教諭が一人で問
題を抱え込むことなく、どのように対応して
いくべきか等学校内で情報を共有し、早い段
階から組織的に支援していくことが大切」
11）
で
あり、「組織的対応をするためには、支援体
制づくりが大切である」
11）
。本研究でも、養護
教諭が組織的対応をするために、支援体制づ
くりと校内の情報共有・共通理解に対する
ニーズが高いことが示唆された。
　養護教諭はその職務の特性から、何らかの
健康問題を抱えた子どもへの対応も多い。健
康問題の解決にあたっては、直接支援のみな
らず、周囲の人へ働きかけ、環境を調整する
等の間接支援も今後一層求められるであろ
う。また、「子どもが抱える健康問題の中に
は、個々の学校や養護教諭の努力では変えら
れない問題もある。目の前の子どもにみられ
る健康問題を考えるならば、個々に対応でき
る問題なのかそうでないのかを判断し、それ
ぞれに適する対策を講じていくことが、養護
教諭に課されている重要な課題である」
14）
とい
う指摘もある。養護教諭は、問題を見極め、
抱え込むことなく、組織的に対応することが
必要である。そのためには、「支援体制をつ
くり」「共通理解」を図りながら「役割分
担」をして支援することが重要である。
３．健康相談・健康相談活動へのニーズ
　健康相談・健康相談活動については、７論
文でニーズが述べられていた。健康相談活動
は、1997（平成９）年の保健体育審議会答申
において、養護教諭の新たな役割として提言
された。その後、2008（平成20）年の学校保
健安全法の改正により、養護教諭は健康相談
を行うことが規定され、養護教諭の重要な職
務となっている。しかし、健康相談のニーズ
についての論文は1988年から発表されてお
り、答申以前から養護教諭の行う健康相談へ
のニーズがあったことがわかる。三木
15）
は健康
相談活動の誕生について「従来はこの役割が
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16）辻立世、薬師寺素子、西谷鎮子、他．日常的
健康相談における主訴とヘルスニーズの関連に
Ⅴ　まとめ
　養護教諭へのニーズは、「救急処置」「疾
病予防」「健康相談・健康相談活動」「保健
教育」「保健室経営」「連携・コーディネー
ト」といった専門職としての職務や役割に関
するニーズと、「教育的支援」といった教育
職としての職務に関するニーズ及び「養護教
諭の姿勢・態度」に関するニーズがあった。
中でも特に「連携・コーディネート」「教育
的支援」「健康相談・健康相談活動」につい
てのニーズに関する記述が多い。
　「連携・コーディネート」では、養護教諭
は、学級担任、保護者、医療・医師との連携
を求められており、特に、校内連携では学級
担任との連携ニーズが高いことが示唆され
た。また、「教育的支援」では、組織的対応
についてニーズが高いことが示唆された。養
護教諭は、問題を見極め、抱え込むことな
く、組織的に対応することが必要である。そ
のためには、「支援体制をつくり」「共通理
解」を図りながら「役割分担」をして支援す
ることが重要であることが示唆された。複雑
化・多様化する子どもの健康問題の解決に向
け、養護教諭は校内外の人や機関と連携しな
がら組織的に対応していくことが必要である。
　さらに、子どもの健康問題に、心の健康が
深く関わることから、養護教諭の健康相談・
健康相談活動へのニーズが高いことが示唆さ
れた。
引用文献
１）文部科学省．中央教育審議会答申「子どもの
心身の健康を守り、安全・安心を確保するため
に学校全体としての取組を進めるための方策に
ついて（答申）」〈http://www.mext.go.jp/b_
menu/shingi/chukyo/chukyo5/08012506/001.
pdf〉2014.６.14閲覧．
新潟青陵学会誌　第７巻第１号 2014 年９月80
す生徒の事例を通して－．兵庫大学論集．2009：
⒁；41-47 
中島育美、水内明子、水内 豊和．発達障害児を
持つ保護者の小学校の養護教諭に対するニー
ズ．特別支援教育コーディネーター研究．
2012；⑻：65-70 
浦池千草、高木香奈．子どもの求める保健室像､
養護教諭像についての調査研究．九州女子大学
紀要．2013；49⑵：109-125  
ついて．日本養護教諭教育学会誌．1998；１⑴：
59-68 
17）塚原加寿子、中村恵子、伊豆麻子　他．子ど
もの問題行動に関する学校と外部機関との連携
プロセスのモデル化－生徒指導主事への面接調
査から－．新潟青陵学会誌．2013；６⑶：59-69
文献
小倉学、綿引洋子．養護教諭に対する保護者の
ニーズ―執務項目選択・要望内容を中心に―．
学校保健研究．1988；30⑵：78-84
鈴木基司、森田博、松下珠代、他．学校精神保健
ニーズとその対応　中学校養護教諭アンケート
調査から．学校保健研究 ．1994；36⑸：301-309
梶岡多恵子、下村淳子、上川さと子、他．高校生
の保健室利用と理想とする養護教諭像の検討．
愛知教育大学養護教育講座研究紀要 ．2001；６
⑴： 33-38 
辻立世．高等学校における心身の健康実態と支援
体制の構築に関する研究．発達人間学論叢．
2004；７：81-96
野坂久美子、沖村幸枝、津島ひろ江．養護学校に
おける児童生徒の医療的ケアに関わる養護教諭
のコーディネーション機能の実際―宿泊を伴う
校外学習の事例を通して―．川崎医療福祉学会
誌．2005；15⑴：123-133
棟方恵美、葛西敦子．養護教諭の脊柱側弯の子ど
もへの支援に関する研究－家族のニーズからの
考察－．弘前大学教育学部紀要．2007；（98）：
107-115 
神田美咲、葛西敦子、野村由美子．養護教諭のて
んかんの子どもへの支援に関する研究：保護者
のニーズからの考察．弘前大学教育学部紀要．
2008；（100）：75-87 
山中寿江、松永恵、大谷尚子、他．保健室に来室
する子どもへの養護教諭の対応に関する研究　
第1報　子どもの意識調査から子どものニーズ
を探る．学校健康相談研究．2009；６⑴：59-72 
加藤和代、熊谷恵美子．相談連携システムを生か
す養護教諭の役割の検討－学校不適応行動を示
